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視察予定地 ； 長崎県五島市 

視察予定日 ； 令和元年7月後半 

選定の背景 ； 五島列島は、海上の波は穏やかで強い風が吹いており、気候的にも安
定しているため風力発電に適している環境にある。 

平成10年から陸上風力発電の稼働が始まるなど、古くから再生可能エ
ネルギーの利用を図ってきた五島市は、崎山漁港沖合において、
2016年3月に国内初となる浮体式洋上風力発電設備を実用化し、商
用運転を継続している。 

五島市の洋上風力発電は、発電事業者や国、県、市を始め、地元住
民、漁業者、観光業者など、多くの関係者による相互理解を深めつつ、
実用化に至っている。 

視察・ヒアリング内容 対象者 備考 

１．洋上風力発電の立地検討について 五島市 市役所にて 

２．先行利用者との調整について 五島市、発電事業者、漁協関係者 市役所にて 

３．今後の展望について 五島市、発電事業者、漁協関係者 市役所にて 

４．現地視察 浮体式洋上風力発電設備 
海洋エネルギー漁業共生センター 
漁業関係者 

船舶移動 
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施設概要 
所在地 長崎県五島市下崎山町崎山漁港

の沖合（約5.0km） 

所有者 五島市 

運転管理
者 

五島フローティングウィンドパワー合
同会社 

船名 はえんかぜ（非自航船） 

風力発電
機 

ダウンウィンド型 HTW2.0-80
（日立製作所、2MW級） 

浮体施設 構造形式  ハイブリッドスパー型 
係留  3点係留カテナリー方式 

出典：五島市「崎山沖２MW 浮体式洋上風力発電所」 
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